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研究開発項目別の目標（時点別目標）

４．研究開発の目標・スケジュール

中間目標
（３年終了時点を想定）

最終目標
（５年終了時点を想定）

➀
CL式：ポテン
シャル評価手
法の高度化

⚫ ポテンシャル情報の空間解像度向上技
術開発：モデル地域（２地域）への試
行的適用

⚫ 既存地下水モデル等を活用したポテン
シャル概略評価技術の開発：モデル地
域（２地域以上）への試行的適用

以下共通基盤技術の開発を完了
1) CL式：ポテンシャル評価手法の

高度化技術

➁
OL式：水質を
考慮したシス
テム最適化技

術開発

⚫ 地下水質を考慮したOL式導入判断に資
する決定木分析の実施：モデル地域
（2地域）への試行的適用

⚫ 長期運用コスト評価に資する還元実験
の実施：2ケース

以下共通基盤技術の開発を完了
1) OL式：水質を考慮したシステ

ム最適化技術の開発

➂
地方版再エネ
熱面的利用モ
デル構築とガ
イドライン作

成

⚫ 地方版再エネ熱面的利用モデル案の提
示・検討：５件

⚫ 再エネ熱普及・利用ガイドラインの作
成の骨子検討

以下共通基盤技術の開発を完了
1) 地方版再エネ熱面的利用モデル

の構築
2) 地域条件・熱利用条件に応じた

システム判断支援技術の開発
3) 再エネ熱普及・利用ガイドライ

ンの作成
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5.1 クローズドループ式：ポテンシャル評価手法の高度化

５．研究成果（進捗概要）

必要熱交換器長さ推定式の作成手順
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5.1 クローズドループ式：ポテンシャル評価手法の高度化

５．研究成果（進捗概要）

【方法２】GSHP設計ツール（Ground Club Advanced）による実験データの準備

日本全国に適用可能な推定式とするために 1750ケースの
感度解析（実験データ取得）を実施中
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5.2 オープンループ式：水質を考慮したシステム最適化技術開発

５．研究成果（進捗概要）

１）地下水質を考慮したOL式導入判断支援技術の開発
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5.2 オープンループ式：水質を考慮したシステム最適化技術開発

５．研究成果（進捗概要）

１）地下水質を考慮したOL式導入判断支援技術の開発

⚫ コンソ内照査会において「現地データが限定される地域（海外も含む）に
適用可能な支援技術」もニーズありとの指摘

⚫ 詳細評価と同様に決定木を作成中





基本設計に基づき、自治体担当者の評価が高い既存手引き
を参考に目次（案）を作成 19

5.3 地方版再エネ熱面的利用モデル構築とガイドライン作成

５．研究成果（進捗概要）

これまでに２６件の自治体・事業者ヒアリングを実施して、ガイドライン
に求める時以降や本事業への協力体制を構築

ヒアリングより明らかとなった「実践的なガイドラインに求める事項」

先行事例の
掲載

（事例集，事例DB）

使用
できる
補助金

事業の
スケ

ジュール

裨益の
数値化

（波及効果）

事業性概算精度が「実際と
乖離しすぎない程度」の

方法論

「再エネ熱普及・利用ガイドライン」の基本設計

ガイドライン利用者 ： 行政担当者、BtoG企業担当者
ガイドライン目的 ： 持続可能な地域社会運営のための再エネ熱利用事業の創出支援

具備すべき機能① ： 現場担当者にとって使いやすい・わかりやすい【実践的指南書】
とすること

具備すべき機能② ： 補助金獲得のための再エネ熱面的利用事業のデザインができること
②－１： 適切な方法論により定量的な事業採算性の根拠を導出できること
②－２： 地域性を生かした再エネ熱面的利用事業の企画を支援できること
②－３： 合理的&自立可能な再エネ熱導入シナリオ・事業を提示できること
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5.3 地方版再エネ熱面的利用モデル構築とガイドライン作成

５．研究成果（進捗概要）

再エネ熱普及・利用ガイドラインの作成：目次（案）
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5.3 地方版再エネ熱面的利用モデル構築とガイドライン作成

５．研究成果（進捗概要）

再エネ熱普及・利用ガイドラインの作成：目次（案）
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６．まとめ

研究項目１
CL式：ポテンシャル評価手法

の高度化

研究項目２
OL式：水質を考慮した
システム最適化技術開発

研究項目３
地方版再エネ熱面的
利用モデル構築とガ
イドライン作成

課
題

課題①：必要熱交換器長さ推
定式の作成に必要な実験デー
タ取得には複数方法あり
課題②：推定式へ代入する地
域特性データとして「地域特
性をあわらす数値シミュレー
ション結果」の取得・平均化
方法（深度方向）

課題①：決定木の実務レ
ベルでの妥当性検証が課
題
課題②：OL運転データ
の取得・充足

課題①：ガイドライ
ンの使いやすさ・わ
かりやすさ、検討範
囲、他ツールとの違
いの明確化
課題②：複数の面的
モデルの検討

今
後
の
予
定

予定①：２つの代理モデルの
結果を比較し、実験データ取
得方法として問題がないこと
を確認。今後は実験データを
取得。
予定②：提案する平均化方法
の適用および検証。

予定①：決定木の項目と
閾値について事業者協議
を継続（設計ノウハウの
形式知化）
予定②：長期運用コスト
評価に資するデータ取
得・充足のため複数井戸
に水位・水質計を設置

予定①：継続的ヒア
リングでガイドライ
ン骨格を固め、目次
案を更新・確定
予定②：行政の協力
のもと優先度の高い
モデルから順次検討


